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12月25日　中央公園
平成24年
1月8日　中央公園

1月15日　マルヤガーデンズ７階

1月22日　中央公園
◎犬猫譲渡会は毎月下記予定で開催します。 

第１日曜日：中央愛犬病院（不定）

第2・第4日曜日：中央公園
第3日曜日：マルヤガーデンズ７階　  　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　  　

時間：午前10時～午後3時(変更有り)
※譲渡会では、飼い主のいない猫(野良猫)の不妊手術、里親探し、地域猫についてのご相談を受け付けております。 
捕獲のむずかしい猫の場合、トラップケージ(捕獲機)の貸出をしております。

貸出をご希望の方は、事前にご連絡下さい。

     090-8760-2092(9:00～21:00)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ご 挨 拶
いつも会報をご覧になって下さっている皆様に今年最後の会報をお届け致します。日頃からご支援いただき有難うございます。スタッフを代表して心より感謝申し上げます。

さて今年ほど様々な事件・事故の多かった１年はなかったのではないでしょうか？３月１１日の東北大震災では、人間は勿論ですが取り残され彷徨う犬猫・牛等の家畜の姿。
皆様胸のつぶれる思いでテレビの画面をご覧になったと思います。もし鹿児島で同じような災害があったら・・・我が家の犬猫達を果たして守ってやれるだろうか？　そう思われた方も多かったと思います。以前鹿児島県が非常時の際の対策をアンケートで調査された事がありました。
その時にも感じたのですが、平常時の環境がきちんと整備されていたら、自ずから非常時の対策は講じられます。普段の動物愛護対策がなされていないのに、非常時、果たして犬猫に対して迅速な対応がなされるものでしょうか？

今回被災地の状況を聞くにつけ、何もできない事に自分自身腹立たしい思いばかりでした。財団法人クラスの愛護団体が多額の寄付金を募りながら、１箇所のシェルターの開設すらせず、民間の小さな愛護団体の決死の救出に任せている姿に、私達にできる手段である募金すら、一体どこの団体に寄付すれば、本当に苦しんでいる犬猫達を救うために役立つのか、未だに確認できない現況です。

そんな中私達ができる事、結果も出せる事は、地元鹿児島において１匹でも多くの犬猫の里親探しをし、１匹でも多くの子達に不妊・去勢手術をする事です。そして関わった方々が救えた実感を持ち、その喜びを又今後出会う子達を救うエネルギーにできるよう活動を継続していく事しかありません。

会が発足して１３年、NPO法人化して丸２年。この間に里親さんに引き取られた犬猫が３，５００匹を超えました。又会に相談があり手術した犬猫の数も５０００匹の大台が目前です。
そして又近日中に皆様にご報告できる嬉しい会の新しい活動も始まりました。これも皆様のお力添えで細々とではあっても、倦まず弛まず頑張ってきたスタッフの努力の賜物と感謝しています。
これからも少ないスタッフですが一致協力して鹿児島が犬猫にとって優しい地域社会になるよう頑張ります。この１年本当に有難うございました。どうか良い新年をお迎え下さい。　　　　　　　会長　杉木　和子

· 賛助会員募集中：１口３０００円　(会員には隔月で会報をお送りします。)

入会申し込み書を郵送しますので、メールか電話にて当会までご連絡ください。
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『我が家の三男坊』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　霧島市　Ｙ・Ｓ

我が家の三男坊、かいたろうは路上出身。4年前の7月のある日、当時勤めていた会社の女子寮の前で座ったまま動けなくなっているところを保護されました。
顔は目やにと鼻水でべちゃべちゃの子猫、右目はその時すでに飛び出していたそうです。とにかく早く病院へ！と連れていかれそのまま入院。残念ながら右目は失ってしまったけどなんとか一命はとりとめました。
3日間の入院代は保護してくれた寮生みんなでカンパして支払ったそうです。で、そこからどうするか。もちろん寮では飼えません。
その時保護してくれた子と猫好き友達だった私に相談があったんですが、元気になったとは言えまだ病み上がり、昼間に投薬＆点眼があったのでなんとか職場の人の家族に「1週間だけ」の期限付きで預かってもらうことに。
その間にみんなで会社、知り合いへ片っ端から声をかけてみたけどみんなNG。
しかも片目のハンデもあったりしてゴリ押しもできず。
そうこうするうちにあっという間に1週間は過ぎ、このまま飼い主が見つからなければリリースして外で飼うしかないと言われ･･「それならうちで飼う！」と勢いで連れてきてしまいました。

まだ手のひらサイズの子猫(1.5ヶ月くらい？)、いつからひとりだったのかこんなちいさな体で必死に生きてたのかと思うとたまらなく愛おしく。。が、約1週間の隔離期間を経て開放したとたん、やんちゃが爆発。
お兄ちゃん猫には飛びつくわ噛むわ、カーテンは登るわ破るわ悪事の限り。
人間にも容赦なしで歩くたびに足に噛み付かれ生傷だらけ。
あの頃はかいたろうと毎日のようにマジ喧嘩してたなぁ。とにかくオレ様なかいたろう、先住猫のそらりくとの違いに戸惑い、心を開いてくれる日がくるんだろうかと思う日々でしたが、ある日、寝ているかいを撫でたとき、はじめて「ゴロゴロ･･」と鳴らしてくれて。
小さなゴロゴロ･･だったけどやっとうちがかいにとって安心できる「家」になったんだなぁと感激したのを覚えてます。

小さいとき生死をさまよった分、強く元気に育ってくれて今では年に１回のワクチン以外病気しらずの健康優良児になりました。
片目のハンデを気にするのは人間くらいで、かいにとってはそれが当たり前。残った目でしっかり見えてるのでなんの不自由も無く暮らしてます。

まだまだやんちゃでやっぱりオレ様なかいたろうだけど、最近じゃお兄ちゃんのそら・りくとも一緒にいる時間も増えてきたし、時には猫団子も見せてくれます。
我が家へやってきて4年半、夏でも冬でもへそ天でゴーカイに寝る姿を見るたびに「あの時助かってくれてありがとう」と思うのです。


さくらペットクリニック


〒891-0175　鹿児島市桜ヶ丘６丁目26-2


電話：099-296-8930　ＦＡＸ：099-296-8940


メール：mail@sakurapet.com


ホームページ：http://www.sakurapet.com





犬猫譲渡会・決定数


１０月１６日


子猫４匹


１０月２３日


子猫３匹


１０月２４日～１１月６日


成猫１匹・子猫１匹


１１月１３日


　子猫３匹


１１月１４日～１１月２０日


成猫２匹・子猫６匹


１１月２１日～１１月２７日


　成猫３匹・子猫６匹


１１月２８日～１２月１１日


成猫４匹・子猫４匹


１２月１８日


子猫２匹


これまでの合計譲渡数：３５２４匹


猫：２７１８匹


犬：　８０６匹





鹿児島中央ロータリークラブ提唱


RCC：ロータリー地域社会共同隊　


http://www.dog-cat-kagoshima.org/











ご支援をお願いします。


賛助会員会費・寄付について・・・


※ＮＰＯ設立以前のワンワン会員・ニャンニャン会員の方は賛助会員となります。


当会では、不幸な犬猫を救う為に日々活動しておりますが、まだまだ地域社会の理解は十分ではありません。運営・活動資金も不足しております。多くの方に私達の活動をご理解頂き、ご支援くださいますよう心からお願いいたします。


会費：1口3000円から（何口でも可）


ご寄付も随時受け付けております。


 ◎フード・ペット用品のご寄付も受け付けております。事前にご連絡ください。�





  2011年８月、鹿児島市の桜ヶ丘にて犬猫動物病院『さくらペットクリニック』を開院いたしました。


  獣医師になることは、中学の頃からの私の夢でした。幼少時代は家や祖母のところに猫がおり、その頃からずっと動物に関わっていたいと思っておりました。


  当時は私の周囲の人間や私自身も十分な知識や経験がなく、ワクチン接種もさせず、避妊や去勢手術の重要性なども全く考えていなかったので、子猫が生まれるとその度にもらってくれる人を探したり、自分で育てたりしていました。


  獣医師の私が言うのも変ですが、その当時は「動物病院は治療費が高い」と勝手に思い込んでいたのも事実です。しかしながら動物を愛する者として、そういった状況や動物病院へのマイナスイメージを変えていきたいと強く感じていたのも獣医師を目指す“きっかけ”であったことに違いありません。





　鹿児島市で「地域猫への取り組み」が始まってから約二年が経ちます。


　獣医業に携わって、あらためて一般の人への認知がまだまだだなあと感じております。犬や猫のいるご家庭でさえ、知らない方がいらっしゃるのが現実です。


　私たち獣医師は手術などを行うのはもちろんですが、もっとこちらから積極的に“知ってもらえるように努力しなければならない”と思います。


　まずは多くの人達に「地域猫」の存在と現状を知ってもらい、一部の人達だけが特別な事のように部外視するのではなく、社会全体として支えあわなければなりません。


　開業医の“自分ができること”として、多くの人の目に留まり、耳に入るようにする事からと考え、院内掲示を行ったり、ホームページやブログといったウェブ媒体を利用したり、当院へこられる飼い主様や地域のみなさまと積極的に情報交換などを行っております。また今後は、犬や猫に興味のない人達にも知ってほしいので、新たな情報発信


への取り組みも考えております。


　将来、必ず私たち獣医師も「消極的受身」ではなく「積極的情報発信」


への転換・取り組みが大きな役割の一つとなってくるはずです。


　私自身、開院してまだ半年程度ですが、地域や動物に関わるみなさま


にとって、親しみやすい・行きやすいなど“新しいタイプの動物病院”


を目指し、活動の幅を広げていこうと思います。











地域猫に関する情報頒布の必要性








【診察外来受付】


月・水・木・金・土・日  9:00～12:00


月・水・木・金・土     15:00～19:00


【休診日】火曜日・祝祭日・日曜午後





〒892-0816


鹿児島市山下町15-1


かごしま市民福祉プラザ内


メールボックス11番


TEL 090－8760－2092








平成23年１１・12月号

















会費・寄付金の振込先


・鹿児島銀行　本店　普通預金


口座番号 2362041


 特定非営利活動法人犬猫と共生


できる社会をめざす会鹿児島


・ゆうちょ銀行　


店番：788　店名：七八八（ﾅﾅﾊﾁﾊﾁ）


普通預金　口座番号0024674


特定非営利活動法人犬猫と共生


できる社会をめざす会鹿児島


・郵便振替　


記号：17890番号：246741


特定非営利活動法人犬猫と共生


できる社会をめざす会鹿児島























鹿児島市　


さくらペットクリニック 院長　永田 亜季




















